
応用情報技術者試験 
テクノロジ系Ⅱ
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1-2-2  
アルゴリズム
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優先度：　最強



流れ図(フローチャート)

 3



Level 1
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解答

• ア：処理１が一番上の同期部分に戻ることができない 

• イ：正しい 

• ウ：同期→処理１→処理２→同期→処理２となる場合が
ある 

• エ：同期→処理１→処理２→同期→処理２となる場合が
ある
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イ



Level ２
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解答
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ウ



Level ３
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解答
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ア



探索アルゴリズム
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１：線形探索 
２：２分探索 
３：ハッシュ表探索



線形探索

• データを先頭から順に探索していく単純なアルゴリズム 

• 平均すると大体真ん中くらいで見つかると考えられる 

• n個のデータで探索を行う場合 

平均探索回数は n / 2 回, 計算量はO(n)となる
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２分探索
•データをあらかじめ整列させておき, 最初に真ん中のデータ
と探索するデータを比較する 

• ２つのデータの関係から前後どちらのグループに目的のデー
タがあるかを予測し, そのグループの真ん中のデータと比較 

• 計算量はO(log n)
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２１

３

４３ ６５ ７ ９８

探索されるデータ

探索するデータ ①５＞３ 
②３＞２ 
③３＝３



ハッシュ表探索
• ハッシュ関数を利用し, データからハッシュ値を求めるこ
とによって探索する

 13

ハッシュ値 データ

0 25

1 11

2 7

3 13

4 4

例 
ハッシュ関数 h(x) = x % 5 
データの格納場所を５つ用意

探索するデータが「７」の時 
h(7) = 7 % 5 = 2 
ハッシュ値が「2」の場所を見ると 
データ「7」が見つかる

データ量に関係なく計算量はO(1) 
ただし違うデータでハッシュ値が重なるシノニム 
という問題が発生することがある



探索の問題
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解答
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補足：シノニムの問題
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解答
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イ



整列アルゴリズム
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１：バブルソート 
２：挿入ソート 
３：選択ソート 
４：クイックソート 
５：シェルソート 
６：ヒープソート 
７：マージソート



整列アルゴリズム
•バブルソート 

隣り合う要素を比較して , 大小の順が逆であれば, その要素を入れ替える操作を繰り返すアルゴリ
ズム (計算量は O(n^2))  

• 挿入ソート 
整列された列に , 新たに要素を1つずつ適切な位置に挿入する操作を繰り返すアルゴリズム(計算
量は O(n^2)) 

• 選択ソート 
未整列の部分列から最大値 (または最小値)を検索し, それを繰り返すことで整列させていくアルゴ
リズム (計算量は O(n^2)) 

• クイックソート 

最初に中間的な基準値を決めて, それよりも大きな値を集めた部分列と小さな値を集めた部分列に
要素を振り分け, 部分列の中で基準値を決めて同様の操作をするアルゴリズム(計算量は O(n log 
n)) 
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整列アルゴリズム
•シェルソート 

ある一定間隔おきに取り出した要素からなる部分列をそれぞれ整列させ , さらに間隔
を狭めて同様の操作を繰り返し , 最後に間隔を1にして完全に整列させるアルゴリズム(計
算量は O(n log n)) 

• ヒープソート 
未整列部分でヒープを構成し, その根から最大値 (または最小値)を取り出して整列済み
の列に移すという操作を繰り返して , 未整列部分をなくしていくというアルゴリズム(計
算量は O(n log n)) 

• マージソート 
未整列のデータ列を前半と後半に分ける分割操作を, これ以上分割できない , 大きさが 
1の列になるところまで繰り返す. その後, 分割した前半と後半をマージ (併合)して , 整
列済みのデータ列を作成することを繰り返し , 最終的に全体をマージするアルゴリズム
(計算量は O(n log n))：メモリを多く消費するのが欠点
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Level １
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解答
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エ



Level 2
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解答
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ウ



Level 3
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解答
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ア


